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ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
整
備
課
）　
　

一

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

一

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（　
　

同　
　

）　
　

一

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表 

二

人
事
委
員
会

〇
宮
城
県
任
期
付
職
員
採
用
試
験
の
実
施 

二

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

二

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
五
〇
九
号
中 

一
〇

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
六
号　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
小
川
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二

第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

名
取
市
役
所
及
び
岩
沼
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
七
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

宮
内
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
八
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

　

２　

名
称　

多
賀
城
駅
北
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
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選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
提

出
が
あ
っ
た
平
成
二
十
四
年
分
及
び
平
成
二
十
三
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
会
計
帳
簿
等
関
係
書
類
の
全
部
又
は
一
部
を
滅
失
又
は
紛
失
等
し
た
た
め
、
収
支

報
告
書
の
内
容
を
完
全
に
記
載
で
き
な
か
っ
た
政
治
団
体
は
、
渡
辺
ひ
ろ
ふ
み
を
支
え
る
会
の
一
団
体
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

人
事
委
員
会

〇
宮
城
県
任
期
付
職
員
採
用
試
験
を
別
冊
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

髙　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
13号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
25年
11月
29日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
25年
９
月
５
日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
25年
10月
31日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
県
税
事
務
所
に
対
す
る
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,985,447,672円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

5,040,408,921円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

7,025,856,593円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,860,958,201円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

6,264,265,839円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

8,125,224,040円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
平
成
25年
３
月
に
新
た
な
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
を
策
定
し
，
震
災
復
興
財
源
確
保
と
滞

納
額
の
更
な
る
縮
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
，
各
県
税
事
務
所
に
縮
減
対
策
目
標
と
事
業
計
画
を
提
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
，
滞
納
整
理
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
，
定
期
的
に
税
務
課
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
，
税
務
課
に
お
い
て
も

引
き
続
き
適
切
な
債
権
管
理
に
向
け
た
指
導
，
助
言
を
行
っ
て
い
く
も
の
と
し
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
滞
納
額
は
着
実
に
縮
減
が
図
ら
れ
て
お
り
，
現
在
講
じ
て
い
る
対
策
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
も
，
こ
れ
ま
で
の
徴
収
努
力
に
よ
り
滞
納
額
が
縮
減
し
て
い
る
。
今
後
は
更
な
る
縮

減
に
向
け
，
各
県
税
事
務
所
に
市
町
村
滞
納
整
理
業
務
改
善
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
，
市
町
村
の
徴
収
率
向
上

の
た
め
の
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
，
市
町
村
と
の
共
同
催
告
や
県
で
の
直
接
徴
収
及
び
地
方
税
徴
収
対
策
室

で
の
滞
納
整
理
を
強
化
す
る
ほ
か
，
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
の
取
組
な
ど
を
行
う
。

　
　
　
 　
な
お
，
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
一
斉
指
定
に
つ
い
て
は
，
平
成
25年
度
か
ら
開
始
（
33市
町
村
）

し
て
い
る
。

　
⑵
　
廃
棄
物
対
策
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
債
務
者
に
対
し
て
納
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付
命
令
し
て
い
る
も
の
の
，
納
付
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら

れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

24,434,328円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

467,158,047円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

491,592,375円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

35,456,887円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

520,116,024円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

555,572,911円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
１
法
人
の
未
納
額
88,204,872円

は
，
法
人
が
清
算
結
了
し
，
回
収
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
が
，
平
成
24

年
８
月
に
消
滅
時
効
が
成
立
し
た
た
め
，
平
成
24年
度
中
に
不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
た
。

　
　
　
 　
そ
の
他
の
債
務
者
に
対
し
て
は
，
こ
れ
ま
で
回
収
実
績
が
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
，
平
成
24年
度
に
は
，

改
め
て
金
融
機
関
や
所
在
市
町
村
に
対
し
財
産
調
査
を
実
施
し
，
そ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
預
金
等
の
差
押
を
行

う
と
と
も
に
，
自
宅
訪
問
等
で
の
納
付
交
渉
に
よ
る
一
部
納
付
等
に
よ
り
，
209,992円

を
回
収
し
た
。

　
　
　
 　
平
成
25年
度
以
降
も
引
き
続
き
，
粘
り
強
く
債
務
者
に
納
付
を
促
す
交
渉
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
，
財
産
調
査

を
継
続
し
て
実
施
し
，
財
産
の
発
見
に
努
め
，
納
付
の
促
進
や
差
押
な
ど
に
よ
り
，
収
入
未
済
の
縮
減
を
図
っ

て
い
く
。

　
⑶
　
保
健
福
祉
総
務
課
・
震
災
援
護
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
過
誤
払
返
納
金
及
び
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
過
誤
払
返
納
金
（
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
に
係
る
家
賃
等
の
過
誤
払
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,970,097円

　
　
　
　
○
返
還
金
（
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
に
係
る
家
賃
等
の
代
位
弁
済
返
還
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,350,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
収
納
促
進
の
た
め
，
債
権
管
理
に
関
す
る
手
順
を
定
め
て
従
来
の
督
促
状
送
付
に
加
え
，
電
話
で
の
納
付
依

頼
及
び
継
続
し
た
依
頼
状
の
送
付
，
更
に
は
，
必
要
に
応
じ
て
現
地
訪
問
も
行
い
な
が
ら
，
過
払
金
が
収
納
さ

れ
る
よ
う
債
権
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
，
返
還
金
に
あ
っ
て
は
，
一
括
納
付
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，

履
行
延
期
の
特
約
承
認
の
手
続
を
行
い
，
分
納
計
画
ど
お
り
収
納
さ
れ
る
よ
う
債
権
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
⑷
　
社
会
福
祉
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
平
成
24年
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
使
用
料
に
つ
い
て
，
平
成
25年
３
月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
２
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
19,500円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
事
務
処
理
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
，
毎
年
４
月
１
日
に
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
事
業
担
当
班
と
庶
務
担
当
班

に
お
け
る
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
で
，
調
定
が
遅
延
し
な
い
よ
う
徹
底
す
る
。

　
⑸
　
医
療
整
備
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
旅
費
に
お
い
て
，
２
年
連
続
し
て
３
か
月
以
上
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
９
件

　
　
　
　
・
金
額
　
　
2,212,692円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
支
払
遅
延
と
な
っ
た
赴
任
旅
費
に
つ
い
て
は
，
個
別
に
支
出
管
理
を
行
っ
て
い
た
の
を
見
直
し
，
対
象
者
全

員
の
確
認
一
覧
表
を
作
成
し
，
旅
費
対
象
の
有
無
や
必
要
な
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
，
支
払
日
等
に
つ
い
て

明
確
化
し
た
ほ
か
，担
当
者
だ
け
で
は
な
く
，班
内
で
支
出
状
況
を
共
有
化
し
，支
払
遅
延
防
止
の
対
策
を
図
っ

た
。

　
⑹
　
長
寿
社
会
政
策
課
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
県
有
財
産
貸
付
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
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で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
平
成
24年
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
と
こ
ろ
，
調
定
遺
漏
に
気
付
い
た
時
点
で
，
４
月
１
日
に
遡
っ
て
調

定
し
収
納
し
た
も
の
。

　
　
　
　
○
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
自
動
販
売
機
設
置
敷
地
使
用
料

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
24,820円

　
　
　
　
　
・
収
納
日
　
　
　
平
成
25年
１
月
８
日

　
　
　
　
○
県
有
財
産
貸
付
料
（
和
風
園
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
155,330円

　
　
　
　
　
・
収
納
日
　
　
　
平
成
24年
９
月
20日

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
○
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
自
動
販
売
機
設
置
敷
地
使
用
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
今
後
，
調
定
遅
延
と
な
ら
な
い
よ
う
事
業
担
当
者
及
び
会
計
担
当
者
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
，
調

定
を
行
う
前
月
（
３
月
）
か
ら
事
務
の
準
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　
○
県
有
財
産
貸
付
料
（
和
風
園
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

　
　
　
　
　
和
風
園
建
物
は
，
平
成
25年
１
月
１
日
か
ら
民
間
移
譲
さ
れ
て
い
る
た
め
，
今
後
貸
付
け
は
発
生
し
な
い
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
今
後
同
様
の
貸
付
事
例
が
発
生
し
た
場
合
に
は
，
事
業
担
当
者
，
会
計
担
当
者
の
連
携
を
密
に
し
，

調
定
遅
延
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

　
⑺
　
子
育
て
支
援
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
同
違
約
金
，
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金
及
び
児
童
保
護
費
に
お

い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

16,124,902円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

79,266,543円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

95,391,445円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

16,603,956円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

77,675,604円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

94,279,560円

　
　
　
　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
違
約
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

464,800円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

4,397,800円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

4,862,600円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

654,700円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

3,957,800円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

4,612,500円

　
　
　
　
○
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,715,490円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

21,236,680円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

22,952,170円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

601,520円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

21,802,640円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

22,404,160円

　
　
　
　
○
児
童
保
護
費

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,848,640円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

14,797,944円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

17,646,584円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,961,260円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

14,862,814円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

17,824,074円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
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○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
 　
新
規
発
生
抑
制
の
観
点
か
ら
，
償
還
開
始
時
に
借
受
人
，
連
帯
借
受
人
及
び
連
帯
保
証
人
の
来
所
に
よ
る

償
還
指
導
や
，
滞
納
発
生
後
の
速
や
か
な
督
促
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
，
滞
納
が
続
い
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
，
休
日
・
夜
間
を
含
め
た
訪
問
に
よ
る
督
促
に
加
え
，
償
還
方
法
の
変
更
や
一
部
納
付
を
勧
め
る
な
ど
，

借
受
人
の
生
活
状
況
に
応
じ
た
計
画
的
な
納
入
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
今
後
，
更
な
る
収
入
未
済
額
全
体
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
た
め
，
引
き
続
き
有
効
な
債
権
回
収
の
手
法
等

に
つ
い
て
検
証
し
，
保
健
福
祉
事
務
所
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
，
償
還
指
導
の
強
化
と
債
務
者

の
生
活
状
況
の
正
確
な
把
握
に
努
め
，
収
入
未
済
額
縮
減
を
図
る
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
口
座
振
替
の
導
入
に
つ
い
て
は
，
諸
条
件
が
整
わ
ず
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
が
，
借
受
人
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
，
引
き
続
き
導
入
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　
○
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金

　
　
　
　
 　
新
規
発
生
防
止
の
た
め
，
市
町
村
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
の
定
期
払
い
時
に
お
け
る
受
給
者
の
受
給
資

格
確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
継
続
し
て
指
導
す
る
。
ま
た
，
過
年
度
分
の
納
入
義
務
者
に
対
し
て
は
，
文
書
や

電
話
等
に
よ
る
催
告
を
行
い
，
収
入
未
済
額
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
○
児
童
保
護
費

　
　
　
　
 　
新
規
発
生
防
止
を
図
る
た
め
，
入
所
前
の
段
階
で
保
護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
，
負
担
金
の
納
入
に

つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
納
入
促
進
に
努
め
る
。
納
入
が
滞
っ
た
場
合
に
は
，
初
期
の
段
階
で
速

や
か
に
電
話
や
文
書
に
よ
る
催
告
を
行
う
ほ
か
，
保
護
者
の
生
活
状
況
を
勘
案
し
，
一
括
納
付
が
困
難
な
世

帯
に
対
し
て
は
分
割
納
入
を
勧
め
る
な
ど
，
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行
う
よ
う
児
童
相
談
所
へ
の
指
導
を
徹

底
す
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
児
童
相
談
所
内
の
全
体
会
議
の
際
に
，
納
付
の
滞
っ
て
い
る
世
帯
状
況
等
の
確
認
を
行
い
，
情
報

の
共
有
化
や
進
行
管
理
に
努
め
，
引
き
続
き
，
収
納
促
進
と
新
た
な
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
⑻
　
障
害
福
祉
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 ○
平
成
23年
度
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担
金
及
び
平
成
23年
度
地
域
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
の
額

の
確
定
に
伴
う
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

5,191,846円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

　
0円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

5,191,846円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
が
発
生
す
る
場
合
は
，
債
務
者
と
な
る
方
へ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
周
知
を
図
り
，
収

入
未
済
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
納
期
限
内
納
付
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
 　
特
に
高
額
返
還
対
象
者
に
対
し
て
は
，
こ
ま
め
な
納
入
状
況
確
認
を
行
い
，
適
切
な
債
権
管
理
を
図
っ
て
い

く
。

　
⑼
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な

債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,280,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

20,373,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

24,653,000円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,280,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

16,388,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

20,668,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
，
債
務
者
（
連
帯
保
証
人
を
含

む
。）
へ
の
電
話
連
絡
や
訪
問
面
談
に
よ
り
生
活
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
，
関
係
機
関
か
ら
必
要
な
情
報

を
得
て
納
入
の
指
導
を
行
う
こ
と
で
縮
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
 　
長
期
延
滞
者
の
多
く
は
離
業
，
倒
産
に
よ
る
破
産
者
や
多
重
債
務
者
な
ど
で
収
入
も
乏
し
く
無
資
力
に
近
い

状
態
で
あ
り
，
ほ
ぼ
全
員
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
今
後
も
引
き
続
き
電
話
連
絡
と
訪
問
面
談
等
の
実
施

に
よ
り
，
少
額
で
も
可
能
な
限
り
償
還
を
促
し
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
⑽
　
道
路
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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負
担
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
に
よ
る
延
滞
金
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
納
入
期
限
　
　
平
成
24年
７
月
23日

　
　
　
　
・
支
払
日
　
　
　
平
成
24年
７
月
24日

　
　
　
　
・
支
出
金
額
　
　
182,557,265円

　
　
　
　
・
延
滞
金
　
　
　
25,037円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
今
回
の
事
案
発
生
後
，
再
発
防
止
策
と
し
て
，
施
行
伺
か
ら
支
払
ま
で
の
一
連
の
会
計
処
理
を
班
長
な
ど
複

数
の
職
員
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
再
確
認
・
徹
底
す
る
こ
と
と
し
，
そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
次
の
方
法

を
と
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
○
　
納
付
書
等
の
納
付
期
限
等
期
限
設
定
日
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
決
裁
に
付
す
こ
と
。

　
　
　
○
 　
支
出
決
議
書
に
，
新
た
に
「
支
出
処
理
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
作
成
し
て
貼
付
し
，
支
出
担
当
か
ら
決
裁
権
者

ま
で
支
払
内
容
（
納
入
期
限
を
含
む
）
を
確
認
す
る
こ
と
。

　
⑾
　
河
川
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
定
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
入
札
契
約
制
度
な
ど
の
説
明
会
や
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
，
制
度
の
内
容
を
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

　
　
　
 　
ま
た
，
価
格
以
外
の
評
価
に
つ
い
て
は
，
班
長
が
１
人
で
確
認
し
て
い
た
こ
と
か
ら
，
再
発
防
止
策
と
し
て
，

担
当
班
長
に
技
術
補
佐
（
総
括
担
当
）
２
名
を
加
え
，
３
人
体
制
で
施
工
計
画
等
の
評
価
及
び
落
札
候
補
者
か

ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑿
　
港
湾
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
代
ヶ
崎
清
水
・
東
側
防
波
堤
外
災
害
復
旧
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
関
係
職
員
に
対
し
，
総
合
評
価
に
用
い
る
申
請
書
類
に
つ
い
て
改
め
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
複
数
の

職
員
に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
再
度
，
点
検
・
確
認
し
た
。

　
⒀
　
住
宅
課
・
復
興
住
宅
整
備
室

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
営
住
宅
使
用
料
及
び
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適

切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
県
営
住
宅
使
用
料
　
　

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

38,213,803円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

187,386,036円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

225,599,839円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

66,531,312円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

206,449,755円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

272,981,067円

　
　
　
　
○
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,827,030円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

8,665,465円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

12,492,495円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

5,631,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

9,769,700円
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合
　
　
計
 

15,400,700円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
 　
平
成
23年
度
か
ら
25年
度
ま
で
を
「
滞
納
縮
減
重
点
取
組
推
進
期
間
」
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
ロ
 　
平
成
23年
９
月
に
，
滞
納
家
賃
縮
減
策
の
検
討
機
関
と
し
て
，
有
識
者
を
中
心
に
組
織
す
る
「
県
営
住
宅

滞
納
家
賃
等
縮
減
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
，
課
題
分
析
と
対
応
策
の
検
討
を
行
っ
た
。

　
　
　
ハ
 　
同
年
12月
，
同
委
員
会
か
ら
の
「
提
言
」
を
受
け
，「
県
営
住
宅
滞
納
家
賃
等
縮
減
推
進
の
取
組
方
針
」

を
策
定
し
た
。

　
　
　
ニ
 　
こ
の
取
組
方
針
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
，
下
記
の
と
お
り
滞
納
家
賃
等
の
縮
減
に
向
け
た
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

・
滞
納
者
に
対
す
る
督
促
，
催
告
，
臨
戸
訪
問
（
休
日
・
夜
間
含
む
）
の
強
化

　
　
当
課
と
管
理
代
行
者
（
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
）
が
連
携
し
て
滞
納
者
全
戸
の
訪
問
督
促
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
。

・
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
督
促
，
催
告
，
臨
戸
訪
問
の
強
化

・
生
活
保
護
受
給
者
の
代
理
納
付
制
度
利
用
の
徹
底

　
　
平
成
25年
９
月
現
在
，
11機
関
（
県
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
市
社
会
福
祉
事
務
所
）
で
実
施
し
て
い
る

が
，
未
実
施
の
機
関
に
対
し
引
き
続
き
代
理
納
付
の
導
入
を
働
き
か
け
て
い
る
。

・
入
居
資
格
要
件
に
「
県
税
，
県
営
住
宅
家
賃
等
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
者
」
を
追
加
（
平
成
24年
４
月
か

ら
施
行
）

・
不
納
欠
損
処
分
の
適
正
な
実
施

・
明
渡
訴
訟
で
の
対
象
者
の
選
定
基
準
の
見
直
し
，「
12月

以
上
若
し
く
は
50万

円
以
上
」
を
平
成
24年

度

か
ら
「
６
月
以
上
の
滞
納
者
」
に
見
直
し
，
平
成
25年
度
か
ら
「
３
月
以
上
の
滞
納
者
」
に
改
正
し
た
。

・
明
渡
訴
訟
件
数
の
拡
大
等

　
　
　
　
　
　
平
成
25年
度
も
引
き
続
き
明
渡
訴
訟
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
平
成
24年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
40件
実
施

　
　
　
　
　
　
平
成
25年
度
（
９
月
末
現
在
）
　
　
３
件
実
施
済

　
⒁
　
高
校
教
育
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
イ
 　
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金
及
び
定
時
制
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い

て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
○
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
32,885,747円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
10,298,698円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
43,184,445円

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,113,723円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
13,707,169円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
16,820,892円

　
　
　
　
　
○
定
時
制
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

134,400円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

826,200円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
　
960,600円

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

　
11,200円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

815,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
　
826,200円

　
　
　
ロ
 　
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
徴
収
金
等
に
お
い
て
，
監
査
委
員
か
ら
の
私
費
会
計
の
取
扱
い
の
指
導
等
に
も

か
か
わ
ら
ず
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
る
と
と
も
に
，
指
導
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
○
気
仙
沼
西
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
　
1,149,237円

　
　
　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
　
平
成
23年
５
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25年
３
月
ま
で

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
貸
付
金
償
還
金
の
収
入
未
済
に
つ
い
て

　
　
　
　
○
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
 　
同
貸
付
金
は
平
成
17年
度
以
降
に
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
生
徒
を
対
象
に
国
か
ら
移
管
さ
れ
た
奨
学

金
制
度
で
，
最
初
の
大
学
卒
業
生
が
発
生
す
る
平
成
24年
度
以
降
多
数
の
償
還
対
象
者
が
発
生
す
る
こ
と
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と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
 　
こ
の
償
還
金
が
次
の
世
代
の
奨
学
資
金
の
原
資
と
な
る
こ
と
か
ら
，
未
納
者
や
保
証
人
に
対
し
て
は
こ

れ
ま
で
も
文
書
に
よ
る
督
促
等
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
粘
り
強
く
納
付
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
，

他
県
の
対
応
策
等
を
参
考
と
し
な
が
ら
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
○
定
時
制
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
 　
未
納
者
に
対
し
て
は
，
こ
れ
ま
で
電
話
や
文
書
等
に
よ
り
生
活
状
況
の
把
握
と
督
促
を
行
う
と
と
も

に
，
自
宅
訪
問
に
よ
る
事
情
聴
取
や
連
帯
保
証
人
を
通
じ
た
納
付
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

粘
り
強
く
納
付
の
働
き
か
け
を
行
い
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
ロ
　
学
校
徴
収
金
等
に
係
る
事
務
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
学
校
徴
収
金
等
に
係
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，「
宮
城
県
立
学
校
徴
収
金
会
計
事
務
に
関
す
る
取
扱
要

領
（
準
則
）」（
以
下
，「
取
扱
要
領
」
と
い
う
。）
を
示
し
，
適
切
な
事
務
処
理
を
指
導
し
て
き
た
。

　
　
　
　
 　
今
回
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
，
取
扱
要
領
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
，
平
成
25年
６
月
14日
に
開
催
し
た
臨
時
県
立
学
校
事
務
長
会
議
に
お
い
て
，
取
扱
要
領
の
遵
守
に
つ
い

て
指
示
し
た
。
ま
た
，
平
成
25年
７
月
に
全
県
立
学
校
96校
を
対
象
と
し
て
緊
急
実
地
調
査
を
実
施
し
，
各

校
に
お
け
る
私
費
会
計
の
内
部
統
制
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
，
今
後
の
再
発
防
止
策
を
取
り
ま
と

め
，平
成
25年
９
月
６
日
付
け
で
各
県
立
学
校
長
あ
て
通
知
し
，取
扱
い
の
改
善
及
び
徹
底
を
指
導
し
た（
平

成
25年
９
月
６
日
に
開
催
し
た
高
等
学
校
長
及
び
特
別
支
援
学
校
長
会
議
で
配
布
・
説
明
）。

　
　
　
　
 　
な
お
，
今
後
も
個
別
に
実
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
，
事
務
長
会
議
等
機
会
を
捉
え
て
再
発
防
止
策
の
徹

底
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

　
⒂
　
文
化
財
保
護
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
報
償
費
に
お
い
て
，
支
出
金
額
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
平
成
23年

度
の
文
化
財
保
護
地
区
指
導
員
の
謝
金
に
つ
い
て
，
誤
っ
て
前
年
度
ま
で
の
旧
単
価
で
支
出

し
，
不
足
分
の
支
払
を
平
成
24年
度
に
行
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
64件

　
　
　
　
・
正
規
支
出
額
　
　
1,134,500円

　
　
　
　
・
誤
支
出
済
額
　
　
1,032,000円

　
　
　
　
・
不
足
金
額
　
　
　
102,500円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
支
出
金
額
の
誤
り
の
原
因
は
，
平
成
23年
度
か
ら
謝
金
日
手
当
額
を
改
訂
し
た
が
，
事
業
施
行
の
根
拠
と
な

る
「
宮
城
県
文
化
財
保
護
指
導
員
設
置
要
綱
」
に
お
い
て
，
謝
金
等
に
つ
い
て
は
「
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
謝
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
の
み
規
定
さ
れ
て
お
り
，
謝
金
日
手
当
額
の
根
拠
が
支
出
伺
時
に

明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
，
支
出
の
誤
り
を
組
織
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
 　
な
お
，
再
発
防
止
の
た
め
に
，
当
該
要
綱
の
下
に
日
手
当
額
と
改
正
経
緯
を
明
示
し
た
「
実
施
細
則
」
を
既

に
策
定
し
て
お
り
，
今
後
は
，
支
出
伺
等
に
当
該
「
実
施
細
則
」
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
，
予
算
措
置
状
況

と
併
せ
て
そ
の
的
確
性
を
組
織
的
に
確
認
し
て
い
く
。

　
⒃
　
気
仙
沼
西
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
学
校
徴
収
金
等
に
お
い
て
，
監
査
委
員
か
ら
の
私
費
会
計
の
取
扱
い
の
指
導
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
職
員
が

不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や

か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
　
1,149,237円

　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
　
平
成
23年
５
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25年
３
月
ま
で

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
金
融
機
関
届
出
印
と
通
帳
を
保
管
す
る
金
庫
を
別
々
と
し
，
通
帳
の
管
理
に
つ
い
て
は
，
勤
務
時
間
内
は
事

務
室
金
庫
，
時
間
外
は
校
長
室
金
庫
と
し
た
。
ま
た
，
金
庫
の
鍵
の
管
理
者
は
管
理
職
の
み
と
し
た
。

　
　
　
 　
な
お
，
各
学
校
徴
収
金
会
計
等
の
監
査
は
中
間
監
査
を
含
め
て
年
２
回
以
上
実
施
す
る
ほ
か
，
翌
月
10日
ま

で
に
会
計
書
類
を
提
出
さ
せ
，
執
行
責
任
者
と
出
納
責
任
者
が
通
帳
及
び
出
納
簿
，
収
支
伺
を
突
合
し
確
認
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
さ
ら
に
，
会
計
書
類
の
簿
冊
は
，
事
務
室
内
の
戸
棚
等
に
保
管
し
，
執
行
責
任
者
等
が
い
つ
で
も
点
検
で
き

る
状
態
と
し
た
。

　
⒄
　
警
察
本
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
イ
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
 　
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
の
電
力
柱
敷
地
使
用
料
に
つ
い
て
，
平
成
23年
度
分
及
び
平
成
24年
度
分
を
，

平
成
24年
６
月
に
ま
と
め
て
調
定
し
た
も
の
。
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・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
7,500円

　
　
　
ロ
 　
放
置
違
反
金
，
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
及
び
損
害
賠
償
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，

収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
○
放
置
違
反
金

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,207,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
18,692,305円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
26,899,305円

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,114,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
26,236,095円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
34,350,095円

　
　
　
　
　
○
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

704,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,768,190円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

2,472,190円

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

604,600円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,500,790円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

2,105,390円

　
　
　
　
　
○
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,063,250円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

9,749,100円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
11,812,350円

　
　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
10,884,100円

　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
10,884,100円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
調
定
遅
延
関
係

　
　
　
　
○
　
調
定
遅
延
の
原
因

　
　
　
　
　
 　
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
設
置
さ
せ
て
い
る
電
力
柱
３
本
，
支
柱
１
本
及
び
支
線
１
本
に
つ
い

て
は
，
既
設
電
力
柱
の
移
設
工
事
に
伴
っ
て
平
成
23年
１
月
１
日
か
ら
東
北
電
力
㈱
に
対
し
，
使
用
許
可

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
許
可
に
つ
い
て
は
，許
可
し
た
都
度
，使
用
許
可
一
覧
表
に
登
録
し
，デ
ー

タ
に
よ
る
一
元
管
理
に
よ
り
，
調
定
事
務
を
行
っ
て
い
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
，
当
該
一
覧
表
へ
の
登
録

漏
れ
及
び
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
対
応
に
忙
殺
さ
れ
，
当
該
許
可
の
事
実
を
失
念
し
，
使
用
料
徴

収
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
○
　
再
発
防
止
対
策

　
　
　
　
　
・
　
デ
ー
タ
登
録
及
び
点
検
業
務
を
複
数
の
職
員
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
・
 　
担
当
者
の
み
の
パ
ソ
コ
ン
内
で
管
理
し
て
い
た
使
用
許
可
一
覧
表
を
係
内
共
有
情
報
と
し
て
管
理
す

る
た
め
係
内
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
移
し
て
管
理
し
，
係
内
全
員
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

　
　
　
　
　
・
 　
年
度
途
中
に
許
可
し
た
案
件
に
つ
い
て
は
，
許
可
の
都
度
，
使
用
許
可
一
覧
表
へ
の
登
録
及
び
使
用

許
可
台
帳
へ
の
登
載
の
状
況
を
担
当
上
司
等
が
確
認
し
，
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
・
 　
定
期
的
に
使
用
許
可
の
申
請
等
関
係
書
類
と
使
用
許
可
一
覧
表
及
び
使
用
許
可
台
帳
と
の
突
き
合
わ

せ
を
行
い
，
担
当
者
及
び
上
司
に
よ
る
登
録
漏
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
　
放
置
違
反
金
，
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
及
び
損
害
賠
償
金
関
係

　
　
　
　
○
　
放
置
違
反
金
及
び
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
関
係

　
　
　
　
　
・
　
催
告
に
よ
る
自
主
納
付
の
促
進

　
　
　
　
　
　
 　
督
促
期
限
後
も
納
付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
，
催
促
状
及
び
財
産
差
押
予
告
通
知
書
の
送
付
，

電
話
，
臨
戸
訪
問
に
よ
る
催
促
を
強
化
し
，
自
主
納
付
を
促
し
た
。

　
　
　
　
　
・
　
追
跡
調
査
に
よ
る
時
効
完
成
債
権
の
縮
減

　
　
　
　
　
　
 　
車
両
使
用
者
の
所
在
不
明
や
車
両
転
売
に
よ
る
車
両
使
用
者
不
明
等
に
対
し
，
所
在
調
査
や
追
跡
調

査
を
行
い
，
自
主
納
付
を
促
し
，
時
効
完
成
と
な
る
債
権
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
　
　
・
　
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
 　
再
三
の
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
，
債
権
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
推
し
進
め
た
。

　
　
　
　
　
・
　
同
規
模
県
収
納
状
況

　
　
　
　
　
　
 　
収
入
未
済
縮
減
に
は
，
滞
納
処
分
の
強
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
自
主
納
付
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
が
，
自
主
納
付
率
の
高
い
他
県
に
お
い
て
は
各
種
広
報
を
行
い
，
自
主
納
付
を
増
加

宮　　城　　県　　公　　報（9）　平成25年11月29日　金曜日 第2512号



正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
五
〇
九
号
中

ペ
ー
ジ

一
六

段下

行二
八

正

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　

誤

平
成
二
十
五
年
九
月
十
二
日

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
今
後
も
各
種
広
報
媒
体
を
通
じ
啓
発
を
図
る
こ
と
に
よ
り
自

主
納
付
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
○
　
損
害
賠
償
金
関
係

　
　
　
　
　
・
　
電
話
に
よ
る
納
付
促
進

　
　
　
　
　
　
 　
債
務
者
に
対
し
，
定
期
的
に
電
話
に
よ
る
督
促
を
実
施
し
，
納
付
を
促
進
し
た
。

　
　
　
　
　
・
　
分
割
納
付
・
一
部
現
金
に
よ
る
債
権
の
回
収

　
　
　
　
　
　
 　
生
活
困
窮
等
の
理
由
に
よ
り
一
括
納
付
が
で
き
な
い
債
務
者
に
対
し
て
は
，
分
割
納
付
及
び
一
部
現

金
納
付
に
よ
り
債
権
を
回
収
し
た
。

　
　
　
　
　
・
　
分
割
納
付
者
に
対
す
る
指
導

　
　
　
　
　
　
 　
分
割
納
付
者
の
う
ち
，
納
付
が
滞
り
が
ち
と
な
っ
て
い
る
債
務
者
に
対
し
て
は
，
電
話
に
よ
る
納
付

指
導
を
実
施
し
た
。
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